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健康診査受診状況調査の回答の正確さに関する研究
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　各市町村は老人保健法に基づき健康診査事業を実施しているが，職域等で受診できる者は同事業の対象か

ら除くことができるため，同事業の対象者の把握や職域等も含めた地域住民の包括的な健康診査受診状況の

把握は困難である。われわれは茨城県桜川村で，20歳以上の者すべて6,080人を対象とした健康診査受診状

況等に関する実態調査を実施したが，そのうち40歳以上で，寝たきりでなく，入院中でないもの3,655人に

ついて，村の実施した肺がん検診および胃がん検診の受診に対する回答と実際の受診状況について比較し

た。その結果，肺がん検診未受診者の正答率が男性で54％，女性で55％，胃がん検診未受診者の正答率が男

性で53％，女性で56％と低かった。そこで，その原因として，1) 前年の受診，2) 他の種類の健康診査の受

診，3) 職域等での受診による思い違いが関与しているのではないかとの仮説をたて，肺がんおよび胃がん

検診の未受診者（それぞれ男性908人，1,038人，女性938人，1,187人）について，調査での回答と受診記録

とをロジスティック回帰分析により比較検討した。その結果，程度の差はあるものの両検診とも1) および

2) の影響がみられ，特に胃がん検診では1) の影響が大きくみられた。3) については実際の職域等の受診記

録が入手できないため明確な結論は得られなかったが，健康診査受診に関する包括的な調査を住民に行う際

には，実施方法やその精度について十分な検討が必要であると思われる。
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